
２０２３年７月１２日発行 第２８６０号
瀬戸ロータリークラブ会報

２０２３～２０２４ ＲＩ.２７６０地区

本日のプログラム
2023 年 7 月 12 日 (水)

通算第 3045 回例会

本年度 第 2 回

瀬戸商工会議所

例会次第
・開会点鐘

・「それでこそロータリー」

・出席状況

・会長挨拶

・行事

・祝福

・幹事報告  

・委員会報告

・その他の報告

・卓話 会場監督 鈴木 政成君

「本年度の方針」

親睦活動委員長 刑部 祐介君

「本年度の方針」

前回例会 記録

・2023 年 7 月 5 日第 3044 回例会

・場所  瀬戸商工会議所

・出席報告 53 名 出席会員 43 名

当日出席率 91.48%

・行事

バッジ交換【現次 会長幹事】

≪3RC 会長・幹事よりご挨拶≫

尾張旭 RC 会長 菊田 利昭君

        幹事 谷口 亜弥君

瀬戸北 RC 会長 伊藤 京子君

    幹事 加藤 昇男君

愛知長久手 RC 会長 伊藤 広治君

         幹事 小笠原 多恵君

・本人誕生日   戸田 由久君

・ご夫人誕生日

稲垣 孝幸君   ご夫人 美紀様  

・卓話        会長 青山 稔君

「会長所信表明」

第３０４４回例会 会長 青山 稔君 挨拶

例会予定
7 月 19 日(水)

休会

7 月 29 日(土)  
親睦夜間例会 於:千薫庵

※7 月 26 日(水)例会変更

8 月 2 日(水)
愛知県警察本部 生活経済課

調査官 太田 剛史様

「営業秘密侵害事犯に対する

企業としての対処方法」

8 月 9 日(水)
        休会

バッチ交換

今日は 2023-24 年度のは

じめての例会となります。

ゲストは尾張旭ロータリーク

ラブ 会長 菊田利昭君、幹

事 谷口亜弥君、瀬戸北ロー

タリークラブ 会長 伊藤京子

君、幹事 加藤昇男君、愛知

長久手ロータリークラブ 会長

伊藤広治君、幹事 小笠原多

恵君です。

何もできなかった 3 年半を

取り返すためにも、元気で活

発な楽しい 1 年を過ごしてい

けるよう鈴木光彦幹事とともに

頑張りますのでよろしくお願い

いたします。

ありがとうございました。
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会長 青山 稔君 「会長所信表明」

皆さんこんにちは本年度会長を務めさせて頂きます青山 稔で

す。2003 年７月に瀬戸 RC に入会させて頂いてから、この７月で

丸２０年になります。１年間、とにかく元気に！明るく！声を張り上

げて、さりとて気負わず・平常心で進めて行きます。頑張って行き

たいと思っています。鈴木光彦幹事共々宜しくお願い致します。

前年度４月の PETS 報告時と同じ内容になってしまいそうです

が、お許し頂きたいと思います。

①本年度 RI 会長方針

会長はゴールド R、マッキナリーという方。スコットランド サウス・ク

イーンズフェリーRC 所属 2023-24 年度 国際ロータリーRI のテー

マは【CREATE HOPE IN THE WORLD】世界に希望を生み

出そうです。どこからであれ、最高の人材、最高のアイデア、最高

のパートナーシップを受け入れるオープンで、インクルーシブな

組織にすることが必要であると言われております。継続事業として

は【ポリオの根絶】であります。

次に 平和にさらなる主眼を置く という事を掲げられておられ、ロ

シアが始めたウクライナ侵攻で、心身ともに傷ついた方々へのさら

なる支援。また、メンタルヘルスという観点から新型コロナウイルス

流行の結果、多くの意味で傷ついた方々、特に、教育や対人スキ

ルを身につける機会を妨げられた子供や若者への支援。彼ら彼

女ら傷ついた若者が助けを求める事、特にメンタルヘルスの助け

を求めることは弱さであると考えられています。世界に平和をもた

らし、紛争やコロナで影響を受けた人々を癒すこと、私たち自身

の内面的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助け

を求めることに対する社会的な偏見をなくすことが大切である。だ

からこそ【CREATE HOPE IN THE WORLD】世界に希望を生

み出そうです。

②地区方針

国際ロータリー第 2760 地区 2023-24 年度 坂井法丈（のりたけ）

ガバナー『培おうプライド、育もうブランド、そして未来へ！！』ロ

ータリーは現在に至るまで、親睦と奉仕の絶妙なバランスの中で

成り立ってきました。ステータスを重んじた自分たちの世界観を大

切にしてきました。ロータリークラブの中核的価値観「奉仕」「親

睦」「多様性」「高潔性」「リーダーシップ」は不変であります。しか

し、その価値観に対するニーズが変わってきています。

コロナで、人と人との関わりなどが制限され、それに代わる新しい

テクノロジーが生まれ、新しいスタンダードとなり、身近なツールと

なりました。確かに画期的な便利なことではありますが、それがゆ

えに当たり前に思っていた対面でのコミュニケーションがこれほど

重要であったかを再認識しました。「多様性を認め、公平性を持っ

て尊重され、個々の能力が発揮できる環境」をサポートしたいと考

えておられます。

そして重点７項目を掲げられました。かいつまんでお伝えします。

１、クラブ運営

例会の大切さを会員に伝え、充実した例会運営を目指そう。こ

の３年間出席を求めない例会が続きましたが、その中で も参

加率を上げる工夫が必要と考えます。＊瀬戸ＲＣは本年度から

メイキャップ制度を再開します。

２、会員増強

各クラブがコロナ前（３年前）の会員数に戻す工夫をしよう。新会

員オリエンテーションなどを充実させ、ロータリーを理解してもら

うようにしよう。インクルーシブ（包み込むような）なクラブになる

事が、退会防止に繋がると認識しましょう。

３、奉仕活動

全クラブが地区補助金を有効に使い、地域にアピールしよう。

SDG’ｓを意識して身近な事から活動しよう。

４、ロータリーファミリー

我々瀬戸 RC が得意とする項目であります。各学友を理解しよ

う。米山や青少年交換など、積極的に受け入れる土壌を作ろ

う。インターアクト・RYLA・ローターアクト等の活動を理解しよう

５，ポリオ撲滅

ポリオ撲滅キャンペーンをクラブ単位で行う事を計画しよう。地

区のポリオ撲滅キャンペーンとして１０年間続けてきた地区行事

「ワールドフード+ふれあいフェスタ」ＷＦＦを継続します。「ロータ

リー・サンクス・フェスティバル」RSF と名称を変更致します。

６、ロータリー賞への挑戦を

ガバナー特別賞・My Rotary 登録 クラブ会員の 60％以上・ポ

ールハリスソサエティ会員がクラブ会員の 5％以上・クラブセント

ラルを利用すること※米山記念奨学事業として①クラブ一人平

均２万円以上の寄付（特別・普通合計）②クラブ特別寄付率

80％以上を達成。・60 周年の時はこれを達成しております。次

年度我々は６５周年を迎えます。来年の地区大会で次年度会

長が壇上に上がり表彰を受ける。これを目標にロータリー賞に

挑戦したいと思っております。

７、国際大会に参加しよう （シンガポール）   開催日 2024 年 5

月 25 日～29 日  ガバナーナイト 2024 年 5 月 25 日

③所信表明

今年度の方針を皆さんご存知の通リ『リスタート・原点回帰』とさ

せて頂きました。３年半前、2019-20 加藤定江会長年度の真っ

最中に、中国武漢でコロナが発生し、瞬く間に世界に広がり、パ

ンデミックが起こり、我々を取り巻く生活環境が激変しました。

もちろんロータリーライフもしかりであります。加藤定江年度、松

村晋也年度、鈴木政成年度は、人に会う事も憚られ、例会すら

満足に出来ず、会長幹事が大変！大変ご苦労されている姿を

近くで見させて頂きました。牧年度もまだまだ残る、数多な規制

の中で本当に窮屈な活動を強いられました。失われた３年間半

の氷河期を終え、５月８日に５類に移行され、やっとコロナ前に

戻せる時が来たのかなと思います。任意ではありますがマスクも

規制が外れました。アフターコロナ・ウイズコロナでの再スタート

という意味で、リスタートを掲げさせて頂きました。※リスタート再

開させること。再出発すること。再起動。・積極的に仕掛ける と

いう意味があります。

※原点回帰  基本に立ち返る。 初心に立ち戻る。・そもそも

の事の起こりに再び忠実になること という意味があります。原点

回帰は、何かが良くないからもう一度原点から見直す、ではな

く。歴々の先輩方が６０年以上の歴史を刻んできて頂いた瀬戸

RC です。その歴史をもう一度再確認し、そもそもの事の起こり

に再び忠実になろうという意味です。

今年度は、失われた３年間半の氷河期を終え、再始動します。

とはいえ、まだまだコロナが完全終息したわけではありません。

探りを入れながら、ゆっくりと再始動していこうと考えております。

ただ、全て今までの通りに、というわけではありません。世界情

勢、環境変化その他を考えますと、その時代時代に合った変革

や修正、補足は必要かと思います。そこは皆さんと話し合いな
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ニコボックス報告(3044 回例会)
本年度一年間宜しくお願い致します。精一杯務めさせて頂きます。会長 青

山稔、幹事 鈴木光彦

尾張旭 RC 会長・幹事、瀬戸北 RC 会長・幹事、愛知長久手 RC 会長・幹

事、ようこそお出で頂きまして、ありがとうございます。 会長 青山稔、幹事

鈴木光彦

尾張旭 RC 菊田利昭、谷口亜弥です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

尾張旭 RC 会長 菊田利昭、幹事 谷口亜弥

本日は瀬戸ロータリークラブ様の本年度第 1 回目の記念すべき例会に参

加させていただくと共に、いろいろ勉強させていただきます。本年度一年

間、よろしくお願いいたします。瀬戸北 RC 会長 伊藤京子、幹事 加藤昇

男

瀬戸ロータリークラブ青山会長、鈴木幹事の年度の始まりを祝して。愛知長

久手 RC 会長 伊藤広治、幹事 小笠原多恵

本日、会長所信表明の卓話をさせて頂きます。お耳を汚します。青山稔

誕生日を祝って頂きありがとうございます。まだまだ頑張ります。戸田由久

妻の誕生日をお祝いくださりありがとうございました。稲垣孝幸

田中靖達君にお世話になりました。加藤五津美

第 1 回目のお食事がお赤飯。会長幹事の意気込み感じます。頑張って下

さいネ。加藤定江

水野和郎さん、紺綬褒章受章おめでとうございます。牧オサム

牧さん、先日はお世話になりました。有難うございます。山口記由

会長 青山稔君の卓話を楽しみにしています！

青山貴彦、一山清二、稲垣孝幸、井上伸也、井上博、江坂正光、大竹一

義、刑部祐介、小野隆浩、梶野輝雄、勝谷哲次 、加藤五津美、加藤一夫、

伍春加藤克己、ｶﾈ三加藤克己、加藤定江、加藤捷、加藤唐三郎、加藤眞

言、加藤光哉、加藤太伸、加藤陽一、金谷康正、蒲谷和幸、草野真吾 、小

林稔、鈴木伸、鈴木政成、高橋信郎、田中靖達、戸田由久、花田薫、平松

啓、牧オサム、増岡錦也、松村晋也、山口記由、山本英雄、柚木猛

2023-24 年度理事・役員・委員長に就任して

青山稔、牧オサム、加藤一夫、青山貴彦 、鈴木光彦、小林稔、鈴木政成、

刑部祐介、伍春加藤克己、金谷康正、江坂正光、大澤英雄、井上伸也、松

村晋也、松本哲也、山口記由、高橋信郎、鈴木伸、井上博

2022-23 年度理事・役員・委員長を終えて

鈴木伸、大澤英雄

がら、それなりの対応をしていきたいとは思っています。

リスタートを考えたとき、私はまず頭に浮かんだのは『親睦』でし

た。この３年半で、一番出来なかったこと。人と人との接触ではな

かったかと思います。当時私も何度か ZOOM 飲み会、LINE 飲

み会を経験しました。

それは物珍しさもあり楽しかったのですが、結局長続きはしませ

んでした。

やはり対面での飲み会に勝るものは無いと確信しました。今年は

コロナ前、例年通りの親睦夜間例会、年末家族会を行います。Ｆ

ＳＭも出来れば行きたいと思います。そのほか、まだまだ抵抗の

ある会員の方々を考えますと、出席義務の無い親睦会、親睦旅

行等を考えています。本年度、刑部親睦委員長始め委員の方々

に、親睦の機会をたくさん計画して頂きました。以前、刑部委員

長候補と話していた時、私の希望を伝えたところ、一週間余りで

毎月一回の親睦事業を計画してくれました。もちろん、先ほど言

いました通リ、コロナが完全に終息したわけではありませんので、

あくまでも任意、自由参加、であり、出席義務の発生する例会で

は無く任意の親睦会であります。但し、本年度からメイキャップが

復活しますので、この毎月の親睦事業はメイキャップ対象になり

ます。皆さんと顔を合わせ、対面で笑い合える機会を作り、皆さ

んと楽しみたいと思っております。

例会 ・３分の命がけの会長挨拶を心掛けます。・ 地区出向者の

地区報告（地区の活動を知る為）を加えたいと思います・ 例会運

営 充実した例会運営の為、会場監督と例会運営委員会お願い

すします。・ 卓話は充実した例会運営の為に必須なものです。ク

ラブ内外問わず会員の皆様の興味を引く卓話を希望します。

会員増強、ロータリー情報 宜しくお願いします。職業奉仕 職

業表彰・職場例会。社会奉仕 前年通り（継続事業もあり）。鈴木

幹事国際・青少年財団・米山寄付 地区の要請に出来るだけお

答えできるように。※米山 学友会の担当をお願いします。

さて話は変わりますが、よく、強いロータリー、強いロータリーと言

われますが、私が２０年前、瀬戸ロータリ―クラブに入会させて頂

いた頃は、例会時は毎回緊張しました。入会前のロータリー情報

委員会のレクチャー時には、例会時は背筋を伸ばし、無駄口叩

くな、携帯は電源切っておけ！などなど大変厳しいかった覚えが

あります。普段はあまり話をしたことの無い父親でさえも入会前に

は、細かく注意されました。そして、誘われたら全部出ろ！ すべ

て出席しろ！これが私の基礎になっていると最近感じるようになり

ました。親父のロータリーに対する思い入れが凄い！と驚いた

事を思い出しました。入会式もビビりながら顔面蒼白で行った記

憶があります。毎週水曜日の例会では点鐘が鳴り例会が始ま

り、凛とした空気の中での気が引き締まる思いで過ごしました。

閉会の点鐘が鳴り帰りの車で深呼吸したのも覚えてます。今が

違うか？というとそうでもありません。当時ほどではありません

が、今でも充分凛とした空気が流れていると思います。私が、地

区米山委員会出向時、加藤陽一パストガバナーや、加藤令吉

パストガバナー補佐程ではありませんが、米山の卓話でいろん

なクラブ例会に出席させて頂きました。全てとは言いませんが、

凡そ歴史あるクラブと新しいクラブの雰囲気は確実に違ってい

るように感じました。今も瀬戸ＲＣの例会は充分、凛とした空気

が流れています。

私はこの凛とした空気が大好きです。鈴木政成ＳＡＡにもこのお

話をさせて頂き、すごく抽象的ではありますが宜しくお願いしま

すとお伝えしました。よく、強いロータリー、強いロータリーと言わ

れますが、強いロータリーというのは大変あいまいであります

が。私ごときが思うのは僭越でありますが、例えば毎週の例会

で、メリハリの効いた空気感の中で、会員皆がイキイキとした表

情でお互いを認め合い、尊重しながら、凛とした時間を共有す

る。その中で強いロータリーが生まれるのではないか？と漠然と

思っています。そんな今の強い瀬戸ＲＣを継続したいと考えて

おります。兎にも角にも今日から一年間、鈴木光彦幹事と共に、

皆様にお世話になります。ロータリーの友情を以てお支え頂け

れば幸いです。ご清聴ありがとうございました。


